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１. 一般的注意事項 

①原稿本文の用語は日本語または英語のいずれかと

する。原稿が英語の場合，その原稿を英語が堪

能な関連分野の科学者・技術者のチェックを受

けることを原則とする。 

②原稿概要では，研究の目的，結果，および得られ

た重要な知見や論点をまとめること。概要本文

の長さは，日本語は 4 0 0語または英語は 2 0 0ワー

ド以内とし，本文冒頭に添付する。  

③ 表 題 ， 著 者 ， 所 属 お よ び 原 稿 概 要 を 英 語 要 旨

または日本語要旨として作成する。英語要旨が，

英 語 が 堪 能 な 関 連 分 野 の 科 学 者 ・ 技 術 者 の

チェックを受けることを原則とする。 

④原稿概要の下部に５語以内のキーワードを選んで

記入すること。  

⑤原 稿 の ペ ー ジ 数 は 原 則 と し て ， 表 題 ， 著 者 名 ，

原 稿 概 要 ， 要 旨 お よ び ， 図 表 を 含 め て 本 誌 刷

り上がり 6ページ以内とする｡  

⑥本文を節・項・目等に区分するときは，１ .・ 1 .

1.・ 1.1.1・ (1)・①・の順で表すこと。  

⑦句 読 点 に は ， ” ， ” お よ び ” 。 ” を 用 い ， １

字 と し て 扱 う こ と 。 数 字 は ， １ 桁 の と き は １

字 と し て 扱 い ， ２ 桁 以 上 の と き は ２ 桁 で １ 字

として扱うこと。  

⑧本文中で使用する単位はSI単位系にしたがって表

記することを原則とする。  

⑨生 物 名 は ， 和 名 の 場 合 片 仮 名 を 用 い ， 学 名 は

イタリック体にすること。  

⑩ 図 表 お よ び 写 真 は ， 通 し 番 号 を 付 け ， 題 名 ま

た は 説 明 文 を 付 け る こ と 。 通 し 番 号 を 付 け 方

は、図および写真は「 Fi g .  1」，「 Fig． 2」、

表は「 Table  1」，「 Table  2」のようにつける

こと。  

⑪ 原 稿 本 文 末 尾 に 謝 辞 （ 必 要 な 場 合 ） ， 記 号 表

（ 特 に 記 号 が 多 い 場 合 作 成 す る こ と が 望 ま し

い）は本文末尾に付すこと。  

⑫ 引 用 文 献 は ， 原 稿 本 文 中 に 引 用 順 に 右 肩 片

かっこ（例：  1 ） ， 2 , 3 ） ， 3 ～ 5 ） ， ････）で示し，

原 稿 本 文 末 に 番 号 順 に 一 覧 す る こ と 。 そ の 記

載 方 法 は ， 「 参 考 文 献 記 載 例 」 を 参 照 す る こ

と。  

2 .「完 全 下 版 原 稿 」に関 する諸 事 項  

① A4判の白紙に所定の書式に従って印刷すること。  

②文字サイズ，フォント，マージン，スペースなど

は見本の指示に従うこと。  

③文字は２段組みとし，１行 22文字，１ページ 42行

を標準とすること。  

 

3 .「テキストファイル付 き原 稿 」に関 する諸 事 項  

｢テキストファイル付き原稿｣の場合には上記の

一般的注意事項に加えて，以下の点にも留意するこ

と。  

① ワ ー プ ロ を 使 用 し て Ａ ４ 判 の 白 紙 に プ リ ン タ

ー で 印 字 す る こ と 。 上 ツ キ ， 下 ツ キ 等 が 不 可

能 な シ ス テ ム の 場 合 ， 赤 ボ ー ル ペ ン で そ の 旨

を 明 記 す る こ と 。 数 式 ， 記 号 等 は 特 に そ の 大

き さ ， 位 置 な ど が 明 瞭 に な る よ う に 十 分 注 意

を払うこと。  

②原稿には，必ず通し番号をふること。  

③刷り上がり１ページは， 4 0 0字詰め原稿用紙約

3 . 5枚（ 1 4 4 0字）である。ワープロを用いる場

合は，Ａ４判の白紙１枚につき 20字×20行（ 40

0字）となるように行間余裕を１行以上とって

印字出力すること。  

④図 お よび 写真 は ，「 F i g . 1」 のよ うに 通 し番 号

を 付 け ， 題 名 ま た は 説 明 文 を 付 け る こ と 。 ま

た ， 原 稿 本 文 中 へ の 挿 入 個 所 を 明 確 に す る こ

と 。 写 真 を 電 子 デ ー タ で 提 出 す る 場 合 は ， 解

像度 300dpi以上のものを使用すること。  

⑤ 表 は ， Ａ ４ 判 の 白 紙 を 使 用 し ， １ 枚 に １ 表 ず

つ タ イ プ す る こ と 。 そ れ 以 外 の 取 り 扱 い は 図

に準じて取り扱うこと。  
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